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第１分科会： 

子どもたちが手話言語と日本語を自由に

使えるためには〜教育現場から〜 

第２分科会： 

乳幼児・保護者への早期支援 

「
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№６ 
2019年 ８月 

「子どもたちが手話言語と日本語を自由に
使えるためには」というテーマでグループ
ワークをしました。様々な立場の方から
様々な意見が出されました。こんなにも支
援の方法があったのかと驚かされました。
現場で生かしていきたいと思います。 

岐阜県 T.M 

分科会１・２・３（２日目） 

・大塚ろうの幼稚部→小学部でどのよ
うな計画のもと、日本語獲得を成功さ
せているのか、知りたいと思った。 
・多様な考えを知ることが出来てよか
った。 

群馬県 O.R 

第３分科会： 

放課後デイサービスとろう学校・ 

地域とのつながり 

特別講座： 

絵本手話語りを学ばう 

医療ケアの必要な子どもへの対応、人
材育成、利用児（中高生）のニーズを
考える、たくさんの意見を聞き、自分
の考えが深まったように思います。こ
れからも考え続けていきたいと思いま
す。 

群馬県 M.K 

分科会４・特別講座（２日目） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろう教育について討義し、有意義な２日間になったと思いま

す。皆様、群馬県に来ていただき、本当にありがとうござい

ました。2年後は香川県で開催です。地元で一年間、取り組

んで、その成果を持ち寄って、また会いましょう！ 

第４分科会： 

手話言語条例による共生社会をめざして 

聞こえる私たちが子ども達に読み聞かせをする時のポイン
ト同様、手語語りの時も子ども達の視線を大切にしながら
絵本の世界を伝えていく大切なポイントをたくさん教わり
ました。今後に生かしていきたいです。 

東京都 M.O ろう学校内でのろう重複障害児をインクルーシブ教育！ 
目からウロコの提言でした。 

埼玉 Y 交流会（１日目） 

次回開催引継ぎ 

香川 


